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Ⅴ．資 料（調査票） 

 

 

 

 

 

 

この調査で「ひとり親家庭」とは 

 

配偶者のない方と、その方に扶養されている 20 歳未満の児童（2018 年 9 月 1 日現在）から

なる家庭とします。他に親族等が同居していても、この条件を満たせばひとり親家庭とします。 

配偶者のない理由は次のとおりとします。 

（１） 死別、離婚、未婚の父母など、現に配偶者のないもの 

（２） 配偶者の生死が不明であるもの 

（３） 配偶者の家出、蒸発等で、配偶者に遺棄されているもの 

（４） 配偶者が精神上、身体上の障害により、1 年以上労働能力を失っているもの 

（５） 配偶者が法令により 1 年以上拘禁されているため、その扶養を受けることが 

できないもの 

 

 

この調査で「ひとり親家庭」としない方 
 

（１） 婚姻していないが、事実上婚姻関係にある者がいる場合 

（２） 単身赴任、出稼ぎ、長期海外出張などによる一時別居 

 

 

 

 

 

 

問 あなたの世帯は「ひとり親家庭」に該当しますか。（○は 1 つ） 

1. ひとり親家庭である（母子家庭） 3. ひとり親家庭ではない 

2. ひとり親家庭である（父子家庭）   

 

  

Ⅰ あなたの家庭の状況についてうかがいます。 

[仙台市ひとり親家庭等安心生活プラン]策定のためのアンケート調査 

※この調査票が「ひとり親家庭」ではないご家庭

に 

届きました場合は、誠に申し訳ございません。 

調査は以上になります。 

お手数ですが、同封の返信用封筒（切手不要）

で 

そのままご返送下さい。 
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問 1 あなたの現在（2018 年 9 月 1 日現在）の年齢を教えてください。 

 

満       歳 

 

問 2 あなた以外の同居しているご家族を、あなたからみて該当する区分欄ごとに人数を教えて

ください。以下の    の場合は、生計を同じくしている人とし、同居人数に含みます。 

※ お子さんが修学、修業等のため別居中であっても、授業料、生活費の送金等をしている場合。 
※ 父母等が単身赴任や長期出張等のため別居中であっても、生活費の送金等をされている場合。 

（ア）子      人 （エ）兄弟姉妹      人 

（イ）父母      人 （オ）子の配偶者      人 

（ウ）祖父母      人 （カ）その他      人 

 

問 3 問 2 で回答したお子さん全員について、該当する区分欄ごとに人数を教えてください。 

（ア）未就学児      人 （エ）中学生      人 

（イ）小学１～４年生      人 
（オ）15 歳以上 18 歳未満 

（中学生を除く） 
     人 

（ウ）小学５・６年生      人 （カ）18 歳以上      人 

 

問 4 あなたの住居は、次のどれにあたりますか。（○は 1 つ） 

1. 持ち家（一戸建・分譲マンション等） 4. 公営・公社などの賃貸住宅 

2. 父母等の家に同居 5. 元配偶者名義の家 

3. 

 

借家（民間の借家・アパート・ 

賃貸マンション） 
6. 

 

その他（               ） 

 

 

問 5 あなたの最終学歴は、次のどれにあたりますか。（○は 1 つ） 

1. 中学校卒業 7. 大学卒業 

2. 高校中退 8. 大学院中退 

3. 高校卒業 9. 大学院修了 

4. 高専、短大、専門学校等中退 10. その他教育機関中退 

5. 高専、短大、専門学校等卒業 11. その他教育機関卒業 

6. 大学中退 12. その他（               ） 

  

Ⅱ あなた自身のことやご家族のことについてうかがいます。 
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問 6 あなたがひとり親家庭になる前の就業形態は、次のどれにあたりますか。（○は 1 つ） 

1. 正社員・正規職員 

2. パート・アルバイト 

3. 嘱託・契約社員 

4. 派遣社員 

5. 自営業主（商店主、農家など） 

6. 自営業の手伝い（家族従業者） 

7. パソコン・専門技術を使っての在宅勤務 

8. 家庭で内職（部品の組立てなどの単純作業） 

9. その他（                                  ） 

10. 収入をともなう仕事をしていなかった ⇒問 7 へ 

 

【ひとり親家庭になる前に就業していた方（問 6 で「1」～「9」と答えた方）のみ】 

問 6-1 あなたはひとり親家庭になったことをきっかけとして転職や失職をしましたか。 

（○は 1 つ） 

1. 転職せずに就業を継続した ⇒問 7 へ 

2. 転職した（自営業についた場合なども含みます） 

3. 失職した 

 

【問 6-1 で「2.転職した」「3.失職した」と答えた方のみ】 

問 6-2 ひとり親家庭となったことでそれまでの就業を続けられなかった理由は、次のどれ

にあたりますか。（あてはまるものすべてに○） 

1. 収入が低い 

2. 通勤に時間がかかる 

3. 遠くへ引越ししなければならなかった 

4. 健康がすぐれない、体調を崩した 

5. 仕事内容や職場環境がよくない 

6. 労働時間が合わず子育てとの両立ができない 

7. 社会保険がない又は不十分 

8. 子育て／介護への配慮がなく休暇が取れない 

9. 身分が安定していない 

10. 家族従業員であったため就業を続けられなかった 

11. その他（                                 ） 

  

Ⅲ 就労の状況についてうかがいます。 
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【問 6-1 で「2.転職した」「3.失職した」と答えた方のうち、求職活動をされた方のみ】 

問 6-3 その仕事を探しているときに、何か問題はありましたか。（○は 1 つ） 

1. 問題があった 2. 特に問題はなかった ⇒問 7 へ 

 

【問 6-3 で「1.問題があった」と答えた方のみ】 

問 6-4 その仕事を探しているときに、どのような問題がありましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

1. どこに相談していいのかわからなかった 

2. 気軽に利用できる相談先、情報入手先がなかった 

3. 求職中の子どもの保育の手だてがなかった 

4. 自分に向いている仕事が何かわからなかった 

5. 求人自体が少なかった 

6. 求人に年齢制限があった 

7. 資格・技能が合わなかった 

8. 職業経験が少なかった 

9. 子どもが小さいことが問題とされた 

10. ひとり親家庭であることが問題とされた 

11. その他（                                 ） 

 

【再び、すべての方におたずねします】 

問 7 あなたの現在の就業形態は、次のどれにあたりますか。（○は 1 つ） 

（複数の仕事をお持ちの場合は、主な仕事 1 つだけに○をつけてください） 

1. 正社員・正規職員 

2. パート・アルバイト 

3. 嘱託・契約社員 

4. 派遣社員 

5. 自営業主（商店主、農家など）                 ⇒問 7-1 へ 

6. 自営業の手伝い（家族従業者） 

7. パソコン・専門技術を使っての在宅勤務 

8. 家庭で内職（部品の組立てなどの単純作業） 

9. その他（                        ） 

10. 収入をともなう仕事をしていない ⇒問 9 へ 
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【現在、仕事をお持ちの方（問 7 で「1」～「9」と答えた方）のみ】 

問 7-1 あなたの仕事や勤め先の事業は、次のどれにあたりますか。（○は 1 つ） 

（派遣社員や請負社員の方は、派遣先や請負先の事業をお答えください） 

1. 管理的職業 … （会社役員・管理職など） 

2. 
 
専門的・技術的職業 … （看護師、薬剤師、医療技術者、栄養士、保育士、教員、カウンセラー、

技術者など） 

3. 
 
事務 … （一般事務、公務員、医療事務、コールセンターオペレーター、データ入

力オペレーター、窓口受付係など） 

4. 営業・販売 … （営業職、小売業、店員、レジ係、保険業、不動産業など） 

5. 
 
サービス職業 … （介護職員、看護助手、理・美容師、クリーニング業、調理人、旅館業、飲

食店従業員、ビル管理人など） 

6. 保安業務 … （自衛官、警察官、警備員、消防員、交通誘導員など） 

7. 農・林・水産業 

8. 製造・生産 … （製品製造、加工、組立、修理、製品検査、印刷など） 

9. 
 
運輸・機械運転 … （バス・タクシー・トラック等の運転者、車掌、鉄道運輸関連、ボイラー・

クレーン・建設機械運転など） 

10. 建設等従事者 … （建設工事、電気工事、土木作業、採掘作業など） 

11. 運搬・清掃等従事者 … （配達員、清掃員、産業廃棄物処理、軽作業員など） 

12. その他（                                 ） 

 

【現在、仕事をお持ちの方（問 7 で「1」～「9」と答えた方）のみ】 

問 7-2 あなたは今の仕事をどのようにしてみつけましたか。（○は 1 つ） 

1. 最終学校を卒業し、最初に就職した仕事をずっと続けている 

2. 公共職業安定所（ハローワーク）の紹介 

3. 民間職業あっせん会社の紹介 

4. 

 

母子家庭相談支援センター、父子家庭相談支援センター、 

生活自立・仕事相談センター（わんすてっぷ）の紹介 

5. 親や親戚などの紹介 

6. 友人、知人などの紹介 

7. 学校の紹介 

8. 求人誌、新聞、チラシなどでみつけた 

9. 求人サイト等、インターネットやＳＮＳなどでみつけた 

10. 人材派遣会社からの派遣 

11. 自営等のため探す必要はなかった 

12. その他（                                 ） 

 

【現在、仕事をお持ちの方（問 7 で「1」～「9」と答えた方）のみ】 

問 7-3 あなたの平均的な 1 週あたりの勤務時間（時間外労働・副業を含む）は、何時間で

すか。 

１週あたり平均       時間 
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【現在、仕事をお持ちの方（問 7 で「1」～「9」と答えた方）のみ】 

問 7-4 あなたの普段の平均的な帰宅時間（自宅で営業している場合は終業時間）は何時頃

ですか。午前・午後のいずれかに○のうえ、枠内に何時かご記入ください。 

また、帰宅時間はおおむね決まっていますか。（○は 1 つ） 

  1. 帰宅時間はおおむね一定である 

  2. 交代制勤務などで一定しない 

 

【現在、仕事をお持ちの方（問 7 で「1」～「9」と答えた方）のみ】 

問 7-5 あなたは現在、転職・離職する希望がありますか。（○は 1 つ） 

1. 現在の仕事を続けたい ⇒問 8 へ 

2. 仕事を変えたい 

3. 仕事をやめたい 

 

【問 7-5 で「2.仕事を変えたい」「3.仕事をやめたい」と答えた方のみ】 

問 7-6 転職・離職したい理由は、主に次のどれにあたりますか。（○は 2 つまで） 

1. 収入が低い 

2. 子どもと過ごす時間が少ない 

3. 勤め先が自宅から遠い 

4. 健康がすぐれない、体力的に負担が重い 

5. 仕事内容や職場環境がよくない 

6. 職場の人間関係がよくない 

7. 労働時間が合わず子育てとの両立ができない 

8. 社会保険がない、又は不十分 

9. 子育て／介護への配慮がなく休暇が取れない 

10. 身分が安定していない 

11. 経験や能力が発揮できない 

12. その他（                                 ） 

 

【現在、仕事をお持ちの方（問 7 で「1」～「9」と答えた方）のみ】 

問 8 あなたの持っている各種資格・免許・技能等の有無についてお答えください。 

（○は 1 つ） 

1. 有 2. 無 ⇒問 10 へ 

 

【問 8 で「1.有」と答えた方のみ】 

問 8-1 現在有している資格等が就職や仕事に役立ちましたか。（○は 1 つ） 

1. 役立っている ⇒問 8-2 へ 2. 役立っていない ⇒問 10 へ 

平均的な 

帰宅時間  午前・午後       時 
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【問 8-1 で「1.役立っている」と答えた方のみ】 

問 8-2 あなたがお持ちの資格等のうち、就職・転職や自営業をはじめるにあたって役立っ

たものについてお答えください。（○は 3 つまで） 

1. 運転免許(普通） 12. 秘書 

2. 簿記 13. 語学 

3. 医療事務・医療秘書・歯科事務等 14. ファイナンシャルプランナー 

4. 
 
介護支援専門員・介護福祉士・ 

介護職員等 

15. 
 
損害保険代理店・募集人等 

 

5. 
 
社会福祉士・精神保健福祉士 

 

16. 
 
運転免許(大型、特殊車両、牽引、 

二種免許等） 

6. 
 
保健師・助産師・看護師・准看護師 

 

17. 
 
フォークリフト・クレーン等大型機械 

操作技術 

7. 薬剤師・(医薬品)登録販売者 18. 電気工事士 

8. 調理師・栄養士 19. 危険物取扱者 

9. 理・美容師 20. 宅地建物取引主任者 

10. 保育士 21. その他(             ） 

11. 
 
パソコン（ワープロ、表計算、 

ウェブ等）操作技術 

  

 

【問 7 で「10.収入をともなう仕事をしていない」と答えた方のみ】 

問 9 あなたは現在、就職を希望していますか。（○は 1 つ） 

1. 就職したい 2. 就職は考えていない ⇒問 10 へ 

 

【問 9 で「1.就職したい」と答えた方のみ】 

問 9-1 就職していない（就職できない）主な理由は、次のどれにあたりますか。 

（○は 2 つまで） 

1. 保育所等の適当な預け先がない 

2. 子どもが障害・難病等であるため 

3. 子どもが不登校・ひきこもり等であるため 

4. 他の家族の介護や世話のため 

5. 自身の病気（病弱）・障害で働けない 

6. 求職中である 

7. 職業訓練を受けたり、技術を修得中である 

8. 収入面で条件の合う仕事がない 

9. 時間について条件の合う仕事がない 

10. 年齢制限のため適当な仕事がない 

11. 仕事に必要な専門知識や資格がない 

12. その他（                                 ） 
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【問 9 で「1.就職したい」と答えた方のみ】 

問 9-2 以下のような就職準備のための支援のうち、受けてみたいものがありますか。 

（○は 2 つまで） 

1. ひとり親家庭に理解のある企業等による就職説明会 

2. 福祉施設などでのボランティア体験 

3. 一般企業での就労体験 

4. 就労に役立つ資格・技能講習 

5. 就労に向けた履歴書作成・面接対応などの勉強会 

6. 就労に向けた生活面に関する相談 

7. その他（                                 ） 

8. 受けたいものは特にない 

 

【再び、すべての方におたずねします】 

問 10 あなたが今後、就職・転職や収入アップのために身につけたい資格等がありますか。 

（○は 3 つまで） 

1. 運転免許(普通） 12. 秘書 

2. 簿記 13. 語学 

3. 医療事務・医療秘書・歯科事務等 14. ファイナンシャルプランナー 

4. 
 
介護支援専門員・介護福祉士・ 

介護職員等 

15. 
 
損害保険代理店・募集人等 

 

5. 
 
社会福祉士・精神保健福祉士 

 

16. 
 
運転免許(大型、特殊車両、牽引、 

二種免許等） 

6. 
 
保健師・助産師・看護師・准看護師 

 

17. 
 
フォークリフト・クレーン等大型機械 

操作技術 

7. 薬剤師・(医薬品)登録販売者 18. 電気工事士 

8. 調理師・栄養士 19. 危険物取扱者 

9. 理・美容師 20. 宅地建物取引主任者 

10. 保育士 21. その他(             ） 

11. 
 
パソコン（ワープロ、表計算、 

ウェブ等）操作技術 

22. 
 
特にない 

 

 

問 11 ひとり親家庭の方のよりよい就職や仕事の問題解決のために、どのような支援が必要だ

と思いますか。（○は 2 つまで） 

1. 技能講習、職業訓練などの機会が増えること 

2. 技能訓練受講などに経済的支援が受けられること 

3. 仕事を探したり、受講、通学時などに一時的に子どもを預かってもらえること  

4. 職業や生活に関する相談が一ヶ所で受けられること 

5. 就職のための支援策などの情報が定期的に得られること 

6. 自分で事業を起こす場合に相談や援助を得られること 

7. その他（                                  ） 
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問 12 あなたの世帯では、2017 年に次のような形での収入はありましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

1. 児童手当 6. 公的年金（老齢年金） 

2. 就学援助 7. 公的年金（遺族年金、障害年金） 

3. 児童扶養手当 8. 離婚後の配偶者からの養育費 

4. 障害や難病の手当 9. いずれも該当しない 

5. 生活保護   

 

問 13 あなたの世帯では、次のような借入金はありますか。借入金がある場合、現在の月あた

りの返済額はいくらですか。（あてはまるものすべてに○） 

1. 住宅・土地の購入のための借入金（住宅ローン） 

2. 車の購入のための借入金 

3. 教育のための借入金（返済が必要な奨学金を含む） 

4. 親族や友人・知人からの借入金 

5. 母子父子寡婦福祉資金貸付金など自治体からの借入金 

6. 

 

使途が自由な民間金融機関等からの借入金 

（カードローン、フリーローン等） 

7. その他（                   ） 

8. 借入金はない 

 

問 14 あなたの 2017 年におけるおおよその年間総収入及び年間就労収入はいくらですか。 

※ 年間総収入には、すべての収入（生活保護法に基づく給付、児童扶養手当等の社会保障給付金、就労収入、別

れた配偶者からの養育費、親からの仕送り、家賃・地代の収入等）を含めてください。年間総収入と年間就労

収入どちらも、税金や社会保険料等の公的保険料を差し引く前の支給額（額面金額）になります。なお、家族

の収入は除いてください。また、問 13 で回答いただいた「借入金」は、収入には含めません。 

 

あなたの年間総収入 約      万円 

あなたの年間就労収入 約      万円 

 

問 15 あなたの世帯（生計をともにしている人々）の 2017 年におけるおおよその可処分所得

（いわゆる手取り収入）の合計はいくらですか。 

※ あなたの世帯の年間総収入（家族の収入も含む）から、税・社会保険料等を除いた額がおおよそどれくらいか

教えてください。なお、問 13 で回答いただいた「借入金」は、収入には含めません。 

 

あなたの世帯の年間可処分所得 約      万円 
  

Ⅳ 収入の状況についてうかがいます。 

月あたりの 

返済額：約          万円 
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問 16 ひとり親家庭になった理由は、次のうちどれですか。（○は 1 つ） 

1. 離婚（内縁関係の解消を含む） 

2. 死別 

3. 未婚(内縁関係を含む婚姻によらないでひとり親になった） 

4. 配偶者が生死不明（災害・事故等による） 

5. 遺棄（配偶者の蒸発・家出等） 

6. 配偶者が重度障害 

7. ＤＶ避難中、離婚調停中 

8. その他（                                ） 

 

問 16-1 ひとり親家庭になった理由は、東日本大震災によるものかどうかについて教えてく

ださい。（○は 1 つ） 

1. 震災による 2. 震災によらない 

 

【問 16 で「1.離婚」と答えた方のみ】 

問 16-2 離婚した元配偶者から、養育費を受けていますか。（○は 1 つ） 

1. 現在も受けている（定期的） 3. 以前受けていたが、現在は受けていない 

2. 現在も受けている（不定期） 4. 受けたことがない 

 

【問 16 で「1.離婚」と答えた方のみ】 

問 16-3 離婚の際、又はその後、養育費のことで誰かに相談しましたか。（○は 2 つまで） 

1. 親・親族 7. 弁護士 

2. 友人・知人 8. 司法書士 

3. 市町村の相談窓口 9. 行政書士 

4. 
 
 

母子家庭相談支援センター、 

父子家庭相談支援センター、 

宮城県母子・父子福祉センター 

10. 
 
 

公証人 

 

 

5. 当事者団体 11. その他（             ） 

6. 家庭裁判所 12. 誰にも相談しなかった 

Ⅴ 養育費の状況についてうかがいます。 
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 【問 16 で「1.離婚」と答えた方のみ】 

問 16-4 離婚した元配偶者とのあいだに、養育費の取り決めをしていますか。（○は 1 つ） 

1. 文書を交わして取り決めをしている 

2. 文書を交わしていないが、取り決めをしている 

3. 取り決めをしていない ⇒問 16-6～問 16-7 へ 

 

【問 16-4 で「1.文書を交わして取り決めをしている」「2.文書を交わしていないが、取り決

めをしている」と答えた方のみ】 

問 16-5 養育費について、ひと月の総額はどのくらいですか。 

 

ひと月あたり        円 

 

【問 16-4 で「3.取り決めをしていない」と答えた方のみ】 

問 16-6 養育費について、取り決めをしなかった理由は何ですか。（○は 2 つまで） 

1. 自分の収入等で経済的に問題ないから 

2. 取り決めの交渉がわずらわしいから 

3. 相手に支払う意思がないと思ったから 

4. 相手に支払う能力がないと思ったから 

5. 相手に養育費を請求できることを知らなかったから 

6. 子供を引き取った方が、養育費を負担するものと思っていたから 

7. 取り決めの交渉をしたが、まとまらなかったから 

8. 現在交渉中または今後交渉予定である 

9. 相手から身体的・精神的暴力を受けたから 

10. 相手と関わりたくないから 

11. その他（                       ） 

 

【問 16-4 で「3.取り決めをしていない」と答えた方のみ】 

問 16-7 離婚する場合、未成年の子がいるときは、親のどちらかが親権者となります。それ

とは別に、双方の財産や収入の状況により、子を引き取って養育する親に対して、

子を引き取らなかった親から子の養育の費用として給付されるのが養育費です。親

権の有無や性別は関係ありません。あなたはそのことを踏まえて、どう思いますか。 

（○は 1 つ） 

1. 支払う（支払われる）べきだと思った   

2. 支払う（支払われる）べきだと思うが難しい 

3. 支払いたく（支払われたく）ないと思った   

4. わからない   

  

⇒問 16-5 へ 
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【問 16 で「1.離婚」と答えた方のみ】 

問 17 お子さんと元夫(お子さんの父）・元妻（お子さんの母）が離婚後も面会し、交流す

ることを「面会交流」といいますが、離婚の際、又はその後、面会交流のことで誰か

に相談しましたか。（○は 2 つまで） 

1. 親・親族 7. 弁護士 

2. 友人・知人 8. 司法書士 

3. 市町村の相談窓口 9. 行政書士 

4. 
 
 

母子家庭相談支援センター、 

父子家庭相談支援センター、 

宮城県母子・父子福祉センター 

10. 
 
 

その他（              ） 

 

 

5. 当事者団体 11. 誰にも相談しなかった 

6. 家庭裁判所   

 

【問 16 で「1.離婚」と答えた方のみ】 

問 17-1 離婚した元夫・元妻とのあいだで、子どもとの面会交流の取り決めをしていますか。 

（○は 1 つ） 

1. 文書を交わして取り決めをしている   

2. 文書を交わしていないが、取り決めをしている 

3. 取り決めをしていない   

 

【問 17-1 で「3.取り決めをしていない」と答えた方のみ】 

問 17-2 面会交流の取り決めをしていない理由は何ですか。（○は 2 つまで） 

1. 
 
取り決めの交渉がわずらわしいから 

 

8. 
 
相手が養育費を支払わない又は支払え 

ないから 

2. 
 
相手から身体的・精神的暴力や児童 

虐待があったから 

9. 
 
面会交流をすることが子どものために 

ならないと思うから 

3. 相手と関わりたくないから 10. 親族が反対しているから 

4. 
 
相手が面会交流を希望しないから 

 

11. 
 
取り決めの交渉をしたが、まとまらなかっ
たから 

5. 
 
取り決めをしなくても交流できる 

から 

12. 
 
現在交渉中又は今後交渉予定であるから 

 

6. 
 
子どもの連れ去りや虐待の可能性が
あるから 

13. 
 
その他（              ） 

 

7. 子どもが会いたがらないから   

Ⅵ 子どもと別れた父・母の面会交流の状況についてうかがいます。 

⇒問 17-3 へ 
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【問 16 で「1.離婚」と答えた方のみ】 

問 17-3 面会交流を行っていますか。（○は 1 つ） 

1. 現在も面会交流を行っている ⇒問 17-4～問 17-5 へ 

2. 以前は、面会交流を行っていたが、現在は行っていない ⇒問 17-5～問 17-7 へ 

3. 面会交流を行ったことがない ⇒問 17-7 へ 

 

【問 17-3 で「1.現在も面会交流を行っている」と答えた方のみ】 

問 17-4 面会交流はどのくらいの頻度で行われていますか。（○は 1 つ） 

1. 月２回以上 5. 長期休暇中 

2. 月１回程度 6. その都度連絡して決める 

3. ２～３ヶ月に１回以上 7. その他（              ） 

4. ４～６ヶ月に１回以上   

 

【問 17-3 で「1.現在も面会交流を行っている」「2.以前は、面会交流を行っていたが、現在

は行っていない」と答えた方のみ】 

問 17-5 面会交流実施後のお子さんの様子をみて、面会交流を実施したことは、お子さんに

とってどのような影響がありましたか。（○は 1 つ） 

1. お子さんにとって良い影響があった 3. 特に影響はない 

2. お子さんにとって悪い影響があった 4. わからない 

 

【問 17-5 で「1.お子さんにとって良い影響があった」「2.お子さんにとって悪い影響があっ

た」と答えた方のみ】 

問 17-6 お子さんにとってどのような影響があったか具体的な内容をご記入ください。 

 

 

【問 17-3 で「2.以前は、面会交流を行っていたが、現在は行っていない」「3.面会交流を行っ

たことがない」と答えた方のみ】 

問 17-7 面会交流を行っていない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

1. 相手が養育費を支払わないから 7. 相手が面会交流を求めてこないから 

2. 相手が面会の約束を守らないから 8. 親族が反対しているから 

3. 
 
子どもが会いたがらないから 

 

9. 
 
第三者による面会交流の支援を受けられ
ないから 

4. 
 
塾や学校の行事で子どもが忙しい 

から 

10. 
 
相手が結婚したから 

 

5. 
 
面会交流によって子どもが精神的 

又は身体的に不安定になるから 

11. 
 
その他（              ） 

 

6. 
 
相手に暴力などの問題行動がある 

から 
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【再び、すべての方におたずねします】 

問 18 現在お子さんのことで困っていること悩んでいることは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

1. 
 
社会のルール・マナー・道徳などの規範
意識の育成 

9. 
 
健康（成長・発達・病気・障害・ 

精神的ストレスなど） 

2. 教育・進学 10. 食事・栄養が不足している・手が回らない 

3. 
 
子どもが周囲となじめない 

 

11. 
 
衣服・身のまわりのものを十分に与えられ 

ない 

4. 
 
旅行・レジャー・自然の中での遊びなど
の体験が不足している 

12. 
 
家事や家族の介護などで子どもに負担を 

かけている 

5. 
 

家事一般・お金の管理・公共交通機関の
利用などの日常生活上の経験が不足して
いる 

13. 
 
 

いじめ・不登校・ひきこもり 

 

 

6. 
 
早寝・早起きなどの基本的な生活習慣が
身につかない 

14. 
 
親が不在の間の居場所 

 

7. 就職 15. その他（              ） 

8. 非行・暴力など 16. 特にない 

 

問 19 あなたが病気のとき、子どもの世話はどなたに頼みますか。（○は 1 つ） 

1. 

 

同居の親族 

（親、祖父母、20 歳以上の兄弟・姉妹） 

6. 

 
家政婦、ベビーシッター等 

 

2. 別居の親族 7. 児童福祉施設の一時入所等 

3. 友人・知人 8. 同居の兄弟・姉妹（20 歳未満） 

4. 近所の人 9. その他（              ） 

5. 家庭生活支援員、ホームヘルパー等 10. 誰もいない 

 

【小学校入学前のお子さんを養育している方のみ】 

問 20 お子さんの保育は主にどなたが行っていますか。（○は 1 つ） 

1. あなた自身 6. 保育所（認可外保育施設を含む） 

2. 同居の親族 7. 幼稚園 

3. 別居の親族 8. 家政婦、ベビーシッター等 

4. 友人・知人 9. 世話する人がいない（子どもだけで家にいる） 

5. 近所の人 10. その他（               ） 

 

Ⅶ お子さんの状況についてうかがいます。 
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【小学生のお子さんを養育している方のみ】 

問 21 お子さんは、学校が終わってから主にどのように過ごしますか。（○は 2 つまで） 

1. 
 
あなた又は同居の親族（大人）と自宅
にいる 

7. 
 
児童館、児童クラブ、民間の学童保育など
で過ごす 

2. 
 
あなた又は親族（大人）と自宅以外の
ところにいる 

8. 
 
ベビーシッターや知人の家などで過ごす 

 

3. 
 
兄弟姉妹や友だちなどと子どもだけ
で自宅にいる 

9. 
 
スポーツ活動や地域活動（スポーツ少年
団、クラブ活動）などをしている 

4. ひとりで自宅にいる 10. 学習塾や習いごとに行っている 

5. 
 
子どもの友だちの家でその家族等と
いる 

11. 
 
その他（              ） 

 

6. 
 
兄弟姉妹や友だちと校庭、公園、広場
などの外の遊び場にいる 

  

 

 

問 22 あなたは、次のＡ～Ｉの公的制度について、①利用・受給したことがありますか。 

利用・受給したことがある方は②利用・受給後の感想を、利用・受給したことがない方

は③利用・受給しなかった理由をお答えください。 

 

 Ａ 母子・父子家庭医療費助成  

 

①利用・受給の有無（○は 1 つ） 

1. 利用・受給したことがある 2．利用・受給したことはない 

 

②利用・受給後の感想（○は 1 つ）     ③利用・受給しなかった理由（○は１つ） 

1. 
 
とても役に立った 
 

 
1. 

 
制度を知らなかった 
（もし知っていたら、利用したかった） 

2. 
 
少し役に立った 
 

 2. 
 
制度を知らなかった 
（仮に知っていたとしても、必要ない） 

3. ほとんど役に立たなかった 
 

3. 制度を知っていたが、必要なかった 

4. まったく役に立たなかった 
 

4. 申請したが、利用できなかった 

  
 

5. その他（             ） 

 

 

Ⅷ 公的制度等の情報の入手方法、利用状況等についてうかがいます。 

◆ひとり親家庭の親子の医療費の一部を助

成する制度 
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 Ｂ 生活福祉資金貸付  

 

①利用・受給の有無（○は 1 つ） 

1. 利用・受給したことがある 2．利用・受給したことはない 

 

②利用・受給後の感想（○は 1 つ）     ③利用・受給しなかった理由（○は 1 つ） 

1. 
 
とても役に立った 
 

 1. 
 
制度を知らなかった 
（もし知っていたら、利用したかった） 

2. 
 
少し役に立った 
 

 2. 
 
制度を知らなかった 
（仮に知っていたとしても、必要ない） 

3. ほとんど役に立たなかった 
 

3. 制度を知っていたが、必要なかった 

4. まったく役に立たなかった 
 

4. 申請したが、利用できなかった 

  
 

5. その他（             ） 

 

 

 Ｃ 母子父子寡婦福祉資金貸付  

 

①利用・受給の有無（○は 1 つ） 

1. 利用・受給したことがある 2．利用・受給したことはない 

 

②利用・受給後の感想（○は 1 つ）     ③利用・受給しなかった理由（○は 1 つ） 

1. 
 
とても役に立った 
 

 1. 
 
制度を知らなかった 
（もし知っていたら、利用したかった） 

2. 
 
少し役に立った 
 

 2. 
 
制度を知らなかった 
（仮に知っていたとしても、必要ない） 

3. ほとんど役に立たなかった 
 

3. 制度を知っていたが、必要なかった 

4. まったく役に立たなかった 
 

4. 申請したが、利用できなかった 

  
 

5. その他（             ） 

◆母子家庭、父子家庭及び寡婦を対象に低利子

または無利子で資金の貸付を行う制度 

◆低所得家庭等を対象に低利子または無利子で

資金の貸付を行う制度 
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 Ｄ ひとり親家庭自立支援教育訓練給付金事業  

 

 

①利用・受給の有無（○は 1 つ） 

1. 利用・受給したことがある 2．利用・受給したことはない 

 

②利用・受給後の感想（○は 1 つ）     ③利用・受給しなかった理由（○は 1 つ） 

1. 
 
とても役に立った 
 

 1. 
 
制度を知らなかった 
（もし知っていたら、利用したかった） 

2. 
 
少し役に立った 
 

 2. 
 
制度を知らなかった 
（仮に知っていたとしても、必要ない） 

3. ほとんど役に立たなかった 
 

3. 制度を知っていたが、必要なかった 

4. まったく役に立たなかった 
 

4. 申請したが、利用できなかった 

  
 

5. その他（             ） 

 

 

 Ｅ ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金等事業  

 

 

①利用・受給の有無（○は 1 つ） 

1. 利用・受給したことがある 2．利用・受給したことはない 

 

②利用・受給後の感想（○は 1 つ）     ③利用・受給しなかった理由（○は 1 つ） 

1. 
 
とても役に立った 
 

 
1. 

 
制度を知らなかった 
（もし知っていたら、利用したかった） 

2. 
 
少し役に立った 
 

 2. 
 
制度を知らなかった 
（仮に知っていたとしても、必要ない） 

3. ほとんど役に立たなかった 
 

3. 制度を知っていたが、必要なかった 

4. まったく役に立たなかった 
 

4. 申請したが、利用できなかった 

  
 

5. その他（             ） 

◆教育訓練講座（各種国家資格取得、パソ

コン技術、大型車両、機械操作技能、介

護、医療事務など）を受講し、修了した

場合、経費の一部を助成する事業 

◆看護師、介護福祉士、柔道整復師、理・美容師、調理

師等の国家資格を取得するために専門学校等に通う場

合、生活費補助として給付金が支給される事業 
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 Ｆ ひとり親家庭等日常生活支援事業（家庭生活支援員の派遣）  

 

 

①利用・受給の有無（○は 1 つ） 

1. 利用・受給したことがある 2．利用・受給したことはない 

 

②利用・受給後の感想（○は 1 つ）     ③利用・受給しなかった理由（○は 1 つ） 

1. 
 
とても役に立った 
 

 
1. 

 
制度を知らなかった 
（もし知っていたら、利用したかった） 

2. 
 
少し役に立った 
 

 2. 
 
制度を知らなかった 
（仮に知っていたとしても、必要ない） 

3. ほとんど役に立たなかった 
 

3. 制度を知っていたが、必要なかった 

4. まったく役に立たなかった 
 

4. 申請したが、利用できなかった 

  
 

5. その他（             ） 

 

 

 Ｇ 子育て支援ショートステイ  

 

①利用・受給の有無（○は 1 つ） 

1. 利用・受給したことがある 2．利用・受給したことはない 

 

②利用・受給後の感想（○は 1 つ）     ③利用・受給しなかった理由（○は 1 つ） 

1. 
 
とても役に立った 
 

 
1. 

 
制度を知らなかった 
（もし知っていたら、利用したかった） 

2. 
 
少し役に立った 
 

 2. 
 
制度を知らなかった 
（仮に知っていたとしても、必要ない） 

3. ほとんど役に立たなかった 
 

3. 制度を知っていたが、必要なかった 

4. まったく役に立たなかった 
 

4. 申請したが、利用できなかった 

  
 

5. その他（             ） 

◆病気、出張、冠婚葬祭、学校行事などで一時的に家事や

育児に困るとき、保護者に代わり、児童養護施設または

乳児院で一定期間お子さんを預かる事業 

◆病気、出張、冠婚葬祭、学校行事などで一時的に家事や

育児に困るとき、日常生活のお世話や保育を行う家庭生

活支援員（ヘルパー）を自宅に派遣する事業 
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 Ｈ 病児・病後児保育  

 

①利用・受給の有無（○は 1 つ） 

1. 利用・受給したことがある 2．利用・受給したことはない 

 

②利用・受給後の感想（○は 1 つ）     ③利用・受給しなかった理由（○は 1 つ） 

1. 
 
とても役に立った 
 

 
1. 

 
制度を知らなかった 
（もし知っていたら、利用したかった） 

2. 
 
少し役に立った 
 

 2. 
 
制度を知らなかった 
（仮に知っていたとしても、必要ない） 

3. ほとんど役に立たなかった 
 

3. 制度を知っていたが、必要なかった 

4. まったく役に立たなかった 
 

4. 申請したが、利用できなかった 

  
 

5. その他（             ） 

 

 

 Ｉ 母子家庭相談支援センター・父子家庭相談支援センター  

 

 

①利用・受給の有無（○は 1 つ） 

1. 利用・受給したことがある 2．利用・受給したことはない 

 

②利用・受給後の感想（○は 1 つ）     ③利用・受給しなかった理由（○は 1 つ） 

1. 
 
とても役に立った 
 

 
1. 

 
制度を知らなかった 
（もし知っていたら、利用したかった） 

2. 
 
少し役に立った 
 

 2. 
 
制度を知らなかった 
（仮に知っていたとしても、必要ない） 

3. ほとんど役に立たなかった 
 

3. 制度を知っていたが、必要なかった 

4. まったく役に立たなかった 
 

4. 申請したが、利用できなかった 

  
 

5. その他（             ） 

 

◆病気または病気の回復期にあって、まだ保育所や学校

に行けないお子さんを、日中、小児科医院や保育所併

設の施設でお世話する事業 

◆母子家庭、父子家庭及び寡婦を対象に家庭状況や就業

適性、就業経験に応じた就業相談や情報提供、就業支

援講習会、法律相談等を行う事業 
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問 22 のＡ～Ｉの公的制度について 

問 22-1 あなたはどのようにしてＡ～Ⅰの公的制度を知りましたか。（○は 3 つまで） 

1. 市役所、区役所などの窓口 

2. 母子家庭相談支援センター、父子家庭相談支援センター 

3. 仙台市政だより 

4. 仙台市が発行する各種パンフレット、ポスター、チラシなど 

5. 仙台市ホームページの子育て関連ページ 

6. 仙台市のメール配信サービス 

7. 新聞、テレビ、ラジオ、雑誌 

8. インターネット、ＳＮＳ 

9. 友人・知人 

10. 民生委員児童委員、主任児童委員 

11. ハローワーク 

12. 民間の支援団体 

13. その他（                                 ） 
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問 23 ひとり親家庭になったときのあなたの年齢は、何歳でしたか。複数回ひとり親家庭に

なった経験がある場合は、最初になった年齢を記入してください。 

 

満       歳 

 

問 24 ひとり親家庭になって困ったことは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

1. 差し当たりの生活費 8. 差し当たり住む住宅 

2. 子どもの健康・教育・しつけ 9. 近くに身寄りや相談相手がいなかった 

3. 適当な仕事がなかった 10. ひとり親家庭への偏見や理解不足 

4. 

 

退職や転職をしなければ 

ならなかった 

11. 

 
ストレスで子どもにつらくあたってしまう 

 

5. 

 

自分が就学を継続できなかった、 

進学できなかった 

12. 

 
その他（               ） 

 

6. 家事ができなかった 13. 困ったことはなかった 

7. 子どもを預ける先がなかった   

 

問 25 あなたは、以下のような経験をしたことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

1. 両親が離婚した 6. 親と疎遠になっている（なっていた） 

2. 
 
成人する前に母親が亡くなった 
 

7. 
 
親の介護が負担になっている 
（なっていた） 

3. 
 
成人する前に父親が亡くなった 
 

8. 
 
配偶者または元配偶者から暴力を 
振るわれたことがある 

4. 
 

成人する前の生活は経済的に 
困っていた 

9. 
 
配偶者または元配偶者に暴力を 
振るったことがある 

5. 親から暴力を振るわれたことがある 10. いずれも経験したことがない 

 

  

Ⅸ ひとり親家庭となった当時の状況等についてうかがいます。 
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問 26 あなたが現在困っていることや悩んでいることは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

1. 生活費・子どもの学費 10. 住居 

2. 借金の返済 11. 自身の病気や医療 

3. 子どもの健康・教育・しつけ 12. 近隣との人付き合い 

4. 子どもの周囲との人間関係 13. 家族や親族との人間関係 

5. 子どもの就職や結婚など 14. 異性とのつきあい、再婚のこと 

6. 仕事（就職や転職のこと） 15. ひとり親家庭への偏見や理解不足 

7. 家事 16. その他（               ） 

8. 親などの介護 17. 困っていることはない 

9. 子どもの預け先   

 

問 27 あなたには、現在心おきなく相談できる相手がいますか。（○は 1 つ） 

1. 相談できる相手がいる 3. 相談するほどの悩みや不安はない ⇒問 28 へ 

2. 相談相手が欲しい ⇒問 28 へ   

 

【問 27 で「1.相談できる相手がいる」と答えた方のみ】 

問 27-1 その相談相手は主に誰ですか。（○は 2 つまで） 

1. 親・親族 5. 区役所など公的機関 

2. 

 
友人・知人 

 

6. 

 

当事者団体、民間の支援団体、 

ボランティアなど 

3. 民生委員児童委員、主任児童委員 7. その他（               ） 

4. 近所の人   

 

  

Ⅹ 現在の生活の状況についてうかがいます。 
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【再び、すべての方におたずねします】 

問 28 あなたの要望する福祉制度は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

1. 保育所に待たずに入所できること 

2. 延長保育・休日保育・病児病後児保育が充実すること 

3. 放課後児童クラブが充実すること 

4. 子どもが病気になったとき、保育所への迎えや世話をしてくれるなどの支援が充実すること  

5. 子どもの宿題や受験勉強、体験学習をサポートしてくれる事業が充実すること  

6. 引きこもり・不登校の子どもが日中過ごせる居場所（フリースクールなど）がほしい 

7. 親が就業している時間帯に、自宅で子ども（小学生）の世話をしてくれるサービスがほしい  

8. 高等学校の授業料・諸経費への助成（高等学校等就学支援金・奨学給付金）が充実すること  

9. 民間賃貸住宅確保の支援（不動産店への手数料補助など）がほしい  

10. 医療費助成制度が充実すること 

11. フードバンク（食品の無償提供）を利用したい 

12. 子ども食堂を利用したい 

13. 貸付金制度が充実すること 

14. 子育て経験のあるボランティアによる訪問相談をしてほしい 

15. 養育費・面会交流に関する支援 

16. 子どもの自然体験や集団遊びなど、多様な活動機会の提供や市有施設の利用料減免  

17. その他（                                  ） 

 

問 28-1 問 28 で回答した福祉制度について、あなたが具体的に要望したい内容がある場合

はご記入ください。 

 

Ⅺ 希望する福祉制度や意見・要望についてうかがいます。 
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問 29 子育てをしていくうえで現在取り組んでいること、留意していること、特に大切にして

いることを自由にご記入ください。 

 

 

問 30 あなたがいま困っていることや悩んでいること、または市の施策へのご意見や要望を自

由にご記入ください。 

 

 

 

アンケートは以上で終わりです。 

お忙しい中、多数の質問にご回答いただき、誠にありがとうございました。お手数です

が、同封の返信用封筒（切手不要）により 11 月 9 日（金）まで、投函してください。 

 


